
 

言語文化教育研究アーカイブズ 
 

イベント名 
第 28 回交流会 

“等身大の声”を聴き合う関係を作るためのコミュニケーションを考える 

〜日本語教師の体験と留学生の体験をもとに〜 

実施委員会 交流委員会 開催場所 オンライン 

開催日時 2023 年 11 月 18 日 

13:00-14:40 

参加人数 6 名（登壇者・委員含む） 

参加資格 会員・非会員 参加費 無料 

イベント概要（案内文など） 

 多様な背景をもつ人とコミュニケーションを取る中で、お互いの伝えたいことを率直

に伝え合える関係になることもあれば、うまくいかないこともあります。それぞれが持

つ素直な思いや考えといった「等身大の声」を、お互いに聴き合うことができる関係性

を築いていくために、私たちひとりひとりにどのようなことができるでしょうか。 

 今回は「等身大の声」を聴き合えた経験と悩みを、日本語教師と留学生のそれぞれか

ら話題提供として話してもらいます。その上で、参加者の皆さんが自身の経験に立ち返

り、例えば、日本語学習者、同僚、クラスメイト、研究室の仲間、または地域に住む外

国人とのコミュニケーションを取る中で「等身大の声」を聴き合う関係性はどのように

築いていけるのか、考えを話し合ってみます。皆様のご参加をお待ちしております。 

活動報告 

◆ 趣旨説明 

・ 企画担当者から、上述のイベント概要に沿った趣旨説明を行った 

◆ 話題提起  

・ 日本語教師から、留学生との関係において教師と学生との関係を超えて留学生の

本音に触れ、「等身大の声」を聴き合えた経験を紹介し、現在抱いている留学生

との関係における悩みについても話題提起を行った 

・ 留学生から、地域の方との関係において「等身大の声」を互いに聴き合ううちに

地域社会の一員として受け入れてもらえたと感じた経験を紹介し、現在抱えてい

るその他の場所での悩みについても話題提供を行った 

◆ 意見交換 

・ 意見交換の観点として下記の４点を紹介した 

–  自己紹介 

– 「等身大の声」を聴いてもらった経験／聴いた経験 

– 「等身大の声」を聴いてもらえなかった／うまく聴くことができなかった経験 

– 「等身大の声」を聴き合う関係性はどういうふうに作れるのか 

・ 今回、参加者が少人数であったため、登壇者・委員を含む 6 名全員で意見交換を

行った。各々が日常生活の中で感じている“等身大の声”をうまく聴き合うこと

ができないという経験や問題意識を互いに共有し、それについて聴き合う中で、

自身の経験を立ちかえって咀嚼し、考えを深める時間となった 

・ 意見交換の最後に、一人ずつ所感を述べた。それぞれの所感から、他者との関係

において悩みを抱えながらも試行錯誤している話を互いに聴き合う中で、新たな

価値観に触れることができ意義深い時間となっていたことがわかった 

◆ 今回の FB 

・ 参加者が少なかったことで運営上大きな影響はなかったが、今後、オンラインで

の交流会のあり方や、広報の方法を再検討する必要があるだろう 

 


